
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

断熱　：　断熱材打込み

1/20，1/50

-1 断熱材打込み（寒地の場合）

-2 断熱材打込み（標準地及び暖地の場合）

（
3
0
0
）

コンクリート壁

土間コンクリートの場合

（300）

（
3
0
0
）

断熱材

目つぶし砂

コンクリートブロック壁

断  面  1/50

外周地盤

コンクリートブロック壁

柱

断熱材

梁

コンクリート壁

断熱材

コンクリートブロック壁

平  面  1/50

断  面  1/50

コンクリートブロック壁

柱
断熱材

コンクリート壁　　

梁

コンクリート壁

断熱材

土間床版の場合　1/20

梁

梁
コンクリートブロック壁

（300）

屋根が断熱防水の場合

屋根が断熱防水の場合

断熱材

コンクリート壁

断熱材

コンクリートブロック壁

コンクリート壁

断熱材

断熱材

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

7-01

外周地盤

屋上基礎等

（300）（300）

屋上基礎等

屋上基礎等 屋上基礎等

断  面  1/50

断熱材

目つぶし砂

土間床版の場合　1/20
再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

(
4
0
0
)

断  面  1/50

打増し

打増し

(        )

(        )土間コンクリートの場合

平  面  1/50

(
4
0
0
)

土間コンクリート

土間床版

t=30程度
捨コンクリート

捨コンクリート

土間コンクリート

t=30程度

土間床版
5
0

5
0

仕様 特記事項
１） 断熱材の材質，厚さ，打込み断熱材の打込み範囲は，外壁を内断熱とした場合の標準的な範囲を示し２）

ている。
断熱材は原則としてコンクリート打込みとする。補修部分については現場３） 隅角部等後張りが必要な場合

断熱補修材の材種３）
２）

接地部分の断熱材は特記がなければＪＩＳ Ａ ９５２１（押出法ポリスチレン４）
発泡断熱材を使用することができる。

フォーム断熱材３種bA）とする。

位置，範囲

ただし，福島，新潟，富山，石川の各県については，その全域を寒地
とする。また，寒地のうち，北海道を寒地A，それ以外の地域を寒地B

暖地は，沖縄の地域をいう。
標準地は，寒地，暖地以外の地域をいう。

１） 寒地とは，「エネルギーの使用の合理化に関する建築主等及び特定
建築物の所有者の判断の基準」（平成25年経済産業省・国土交通省
告示第1号）別表第4における地域区分1から4までの地域を示す。

とする。
暖地の場合の断熱材の打込み範囲は，屋根部のみを標準とする。５）

床下防湿層（ポリエチレンフィルム t=0.15以上）

床下防湿層（ポリエチレンフィルム t=0.15以上）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/50

-1 階段（手すり子のある場合） -2 階段（手すり腰壁の場合）

断　面

7-11
平面，断面

階段　：　階段

平　面

断　面

平　面

特記事項
１）
２） 下段手すりの有無及び

(300)

(300)

注意喚起用床材

W
 
≧
1
,
4
0
0

≧
1
0
0

W
 
≧
1
,
4
0
0

1

T TT T T W ≧1,4002

注意喚起用床材

段鼻から450以上

1
,
2
0
0
以
上

階
高

R
R

R
R
R
R

段鼻から450以上

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

1
0
0

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

段鼻から450以上

段鼻から450以上

8
5
0

1
,
2
0
0
以
上

R
R

R
R
R
R
R

階
高

(300)

W ≧1,4002T T T T

注意喚起用床材
(300)

1
W
 
≧
1
,
4
0
0

1
W
 
≧
1
,
4
0
0

1

その高さ，点字表示の有無

点字表示位置

点字表示

点字表示位置

位置

点字表示位置

点字表示
位置

点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置
点字表示位置

点字表示位置

点字表示位置

(下段手すり)

注意喚起用床材

点字表示位置

(下段手すり)

３） 点字表示位置

点字表示位置
点字表示位置

４） 階高

W ≧1,4002段鼻から450以上

Ｔ，Ｒ，Ｗ ，Ｗ ，H  ，H 1 2 1 2

H
₂

H
₁

H
₂

H
₁

H
₁

H
₁

H
₁

W ≧1,4002段鼻から450以上

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

階段　：　階段

1/5，1/10，1/20

１）

-1 階段

集成材の手すり１）
階段滑り止めの種別
集成材の樹種，仕上げ及び寸法３）

２）

-2～-4 木製手すり

-8 階段2段手すり

　　　　　（手すり子のある場合）

断　面　1/20

1/10

7-12

最上階部分

下段手すりの有無及びその高さ，点字表示の有無４）

踏面側端部の立上り寸法

５）

-3-2 -4

-5～-7 ビニル製手すり

-5 -6 -7

1/10

手すり子付きの場合 壁付きの場合

断  面     1/10

手すり子付きの場合 壁付きの場合

の場合は，折れ
曲がり部での肌

(指定仕上材) 注意喚起用床材

L

(
1
,
2
0
0
以
上
)

段鼻から450以上

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

(20)

段鼻から450以上

R

T
階段滑り止め

(
1
5
)

7
5
0
～
8
5
0

(
6
0
0
～
6
5
0
)

点字表示位置 木製手すり

(45)

34φX2.3

FB-4.5X38

集成材(45φ CL)

(40～50)
集成材

(35φ CL)

(
1
0
0
)

座金ステンレス

集成材
(35φ CL)

 -60X30X10X2.3
(手すり受けごと)

FB-4.5X19 (EP-G 又は SOP　ビス＠200)

溶接

＠900程度
FB-12X25 (EP-G 又は SOP)

集成材(45φ CL)

H

7
5
0
～
8
5
0

（
6
0
0
～
6
5
0
）

集成材(35φ CL)

(EP-G 又は SOP　ビス＠200)
FB-4.5X25 

21.7φ×2.3 (EP-G 又は SOP)

集成材(35φ CL)

支柱34φX2.3 (EP-G 又は SOP)
手すり子13φ丸棒 (EP-G 又は SOP)
27.2φX2.3 (EP-G 又は SOP)

座金ステンレス
SUS304 t=2.0

(EP-G 又は SOP　ビス＠200)
FB-4.5X38

手すり子32φ

立子ジョイント

アルミ芯材

ビニル製手摺
（40φ）

ビニル笠木
(34φ)

ブラケット

ビニル笠木
(34φ)

あと施工
アンカー

M8
ボルト

ブラケット

下地補強

GB-R

M8ボルト樹脂キャップ

(
9
0
)

座金

ビニル笠木
(34φ)

(
9
0
)

ビニル笠木
(34φ)

(30～40)

点字表示位置

点字表示の表示内容
６） 塗装の種別
７）

(EP-G 又は SOP)

（EP-G 又は SOP　ビス＠200）

＠900程度

点字表示は，２）
ＪＩＳ Ｔ ０９２１に

段鼻から450以上

(40～50)

有効幅員

(30～40)

(40～50) (40～50)

(30～40) (30～40)

(40～50)

(30～40)

5
0

(
5
0
)

A部

８）

A　部　断　面　1/10

(指定仕上材)

3
0

支柱 34φ×2.3

(
5
0
)座金ステンレス

SUS304 t=2.0

(下段手すり)

-１の側端部立上りの材質，厚さ，寸法及び留付け方法

分かれのないよ

側端部立上り
(スチールP -6 EP-G又はSOP)L

有効幅員

有効幅員 有効幅員

有効幅員

うに処理する。

よる。

-1のＴ，Ｒ，Ｌ，H₁，H₂，手すりの径，-８のH

H
₁

H
₂

シーリング材

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/10

-1 階段

階段　：　階段

　　　　　（手すり腰壁のある場合）

7-13

最上階部分

コンクリート打放しの場合

金属製の場合

木製の場合

(120)

(40～50)

(120)

天端が木製の場合

断　面

(
6
0
0
～
6
5
0
)

7
5
0
～
8
5
0

R

T

(6
0)

(20)

階段滑り止め

(指定仕上材)

15

(120)

1
5

15

(120)

1
2(
2
5
) 亜鉛めっき鋼板t=2.3

ステンレスビス止め

あと施工アンカーM10

(シーリング材)

＠600

(SUS304 t=1.5 HL)

通し材

(120)

(
2
0
)

モルタル詰

集成材 (120×60 CL)

(
1
,
2
0
0
以
上
)

(120)

(
6
0
)

段鼻から450以上

(指定仕上材)

(30～40)

注意喚起用床材

点字表示位置

注意喚起用床材

点字表示位置

(120)集成材(120×60 CL)

(6
0)

(
6
0
)

集成材(35φ CL)

(1
00
)

(1
00
)

FB-12×25(EP-G 又は SOP)
＠900程度

FB-4.5×19(EP-G 又は SOP
ビス＠200)

段鼻から450以上

(下段手すり)

(30)

(3
0)

(下段手すり)

幅木

仕様 特記事項
１） Ｔ，Ｒ，H₁，H₂，手すりの径集成材の手すりの場合は，１）

階段滑り止めの種別
手すり腰壁天端の材種３）

２）

４）
下段手すりの有無及びその高さ，点字表示５）

折れ曲がり部での肌分か
れのないように処理する。 集成材の樹種，仕上げ及び寸法

点字表示の表示内容６）
塗装の種別７）

の有無

H
₂

H
₁

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

1/20

１） 煙道（別途）の種類 

-1 鋼製ユニット煙突（煙突用成形ライニング材）

煙突の構造支持条件は，各階支持の場合を示す。１）
煙突用成形ライニング材の適用安全温度
天板の有無３）

２）

7-21
Ｔ₁，T₂，Ｌ₁，Ｌ₂，Ｈ₁～Ｈ₅，t，h₁～h₅，W₁～W₃４）

区画壁の仕様

５） 排水管の接続先
６） 耐火材の仕様
７）
８） 基礎コンクリートの仕様

煙突　：　鋼製ユニット煙突
（煙突用成形ライニング材）ボイラー，冷温水発生機，自家用発電機，コジェネレーションシステムの排気煙突に２）

適用し，丸型筒身の場合を示す。
天板，ルーバー，笠木, 水切カバーのステンレスはSUS304とし，仕上げはＮo.２Ｂ程度３）
とする。
筒身ジョイント，横引煙道接続フランジ，キャスタブル耐火材, 笠木,点検口,ベースプ４）
レート，アンカーボルト，各階及び頂部支持金物は製造所の仕様による。
点検扉は，冷却用給気ガラリ（防火ダンパー付き）とする。５）

ゆるみ止め
付きナット
SUS304

天板 t=2.0

煙突用

成形ライニング材

区画壁

A部

B部

C部

水抜(別途）

立上げエルボ

（別途）

煙突用

成形ライニング材

天板を設けない場合

笠木

水切カバー

頂部支持金物

筒身ジョイント

筒身PL-4.5以上
溶融亜鉛めっきA種

煙突用

成形ライニング材

各階支持金物

（給気）

点検扉

ボイラー・冷温水発生機 接続用　

ケーシングパイプ ステンレスSUS304（25φ t=2.0）

A

B

C C

換気

(排気）

天板を設ける場合

A

B

点検口

断  面平  面

横引煙道接続フランジ

L
₁

H
₂

発電機・コジェネレーションシステム 接続用

煙道（別途）

煙道（別途） 煙道（別途）

L
₁

外周水切(別途）

煙突用成形ライニング材の上
ステンレスSUS304全面内張り t=1.0以上

T₁

T₁

ルーバー t=2.0 w=80

T₁

充填材（調整材）

点検扉

T₁

ｔ ｔL₂
区画壁

L₂

ｔ

筒身PL

断熱材

（別途）

100以上

排水目皿 ステンレスSUS304

排水管 ステンレス管SUS304（50A）

ステンレスSUS304全面内張り

笠木

断熱材

（別途）

充填材
（調整材）

横引煙道接続

フランジ

ｔ

内部止水板(別途）

各階支持金物

天板

水切カバー

W₁

2
0

W
₂

防鳥網 ステンレス
SUS304

W₃

60°

ボルト ステンレスSUS304（20φ）

ゆるみ止め付きナット SUS304

基礎コンクリート

ベースプレート、アンカーボルト

キャスタブル耐火材

耐火材

各階支持金物

シーリング材（10×15）

H
₁

H
₅

H
₅

H
₅

（
水

上
4
0
0
以

上
）

（
1
7
0
）（
1
5
）

H
₃

H
₄（

6
0
0
以

上
）

h₁
h
₂

h₃

h
₄

h₅
（
2
0
）

（80）

水切りカバー
ｔ＝2.0

水切カバー

T₂

区画壁

ゆるみ止め付きナットSUS304

点検口

排水管

鉄骨造 鉄筋コンクリート造

鉄骨造 鉄筋コンクリート造

各階支持金物

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 8-01

-1 防煙垂れ壁：固定式

防煙垂れ壁

1/5,1/10

（アルミ型材） つり材及びシーリング材

(20) (5)

W

1
4

平面　1/5

-1 固定式（天井仕上がある場合）

１） 下端を押え金物で保護する。

（緩衝材）

(打込みピン)

スタッド取付ピース

＠1800
 -38×12×1.6
振れ止め

(2　-60×30×10×2.3)

H

又は線入りガラスt=6.8
網入りガラスt=6.8

天井バー

（アルミ型材）
(12)

(
1
2
)

押え金物

　断面　1/10

（アルミ型材）

(20) (5)

W

1
4

（緩衝材）

端部：コンクリート壁との取合い

端部：軽量鉄骨下地壁との取合い

（アルミ型材）

上部固定ボルト

＠(1,800程度)

つり材及び
シーリング材
＠(1,800程度)

(　　　　　 )

又は線入りガラスt=6.8
網入りガラスt=6.8(　　　　　 )

天井及び壁との取合いは耐震性を考慮する。
２） 天井内締付金物及び補強，天井バー，押え金物，つり材等の

各部は製造所の仕様による。

特記事項
１） H , W

防煙垂れ壁の材種
３） シーリング材の種別
２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 8-11

-1 木製受付カウンター

木製カウンター

1/20

-2 コーナーカウンター

W

(450)W

(142)

(250)

(
7
0
0
)

(
3
0
)

(
2
7
0
)

ローカウンター:

普通合板 t=5.5又は
ケイ酸カルシウム板 t=6
の上メラミン化粧貼

(90)

(225)(225)

幅木：堅木 H=(60)

ハイカウンター

:堅木集成材

普通
側板

普通合板 t=12

普通合板 t=5.5 又は
ケイ酸カルシウム板 t=6の上 

柱 (90×60)＠900

(
1
,
0
0
0
)

ハイカウンター:堅木集成材

ローカウンター:

　　（下地：普通合板(t=5.5)フラッシュ）

　　(t=35＠1,200～2,000)　　

目透し

側板見付

(35)

立　面　1/20

断　面　1/20

側板見付：堅木 (35x10)

堅木(35×10)

事務室 待合

(450)

FB-60×6×600 曲げ加工

支持金物

(
4
5
0
)

(600)

FB-6×60×600曲げ加工
支持金物

(1,200)

FB-6×60×600
支持金物

堅木集成材

(
7
0
0
)

(
4
0
)

(1,200)

平　面　1/20

断　面　1/20立　図　1/20

天然木練付

１） 樹種
２） 木部の塗装

メラミンポストフォーム

メラミンポストフォーム

(
3
0
)

側板:メラミン化粧合板貼

(
7
0
0
)

(
3
0
0
)

(
1
,
0
0
0
)

（事務室側） （待合側）

普通合板 t=5.5 又は
ケイ酸カルシウム板 t=6の上 
天然木練付

目透し

３） Ｗ  , Ｗ　, Ｌ1 2

1

2

１） メラミンポストフォームは，製造所の仕様による。

皿ビス止め

(指定仕上材)

-60×30×10×2.3、L=(500)

補強金物

堅木集成材

-60×30×10×2.3

幅木：堅木

-60×30×10×2.3

補強金物

土台：(90×60)

支持金物
FB-6×60×500＠(500～600）曲げ加工
皿ビス止め(各面３ヶ所）

胴縁 20×45＠250

(90×60)

カウンター支持金物
FB-6×60×400＠(500～600）曲げ加工

(
1
,
0
0
0
)

側板間寸法：L=(＠1,200～2,000)

端部側板：ハイカウンターと同材 端部側板：ハイカウンターと同材

合板t=12

(R
20
)

皿ビス止め(各面２ヵ所）

パテ処理

パテ処理
(各面３ヶ所)

曲げ加工

(
6
0
)

４） 指定仕上材の種類

普通合板 t=5.5又は
ケイ酸カルシウム板 t=6
の上メラミン化粧貼

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

8-12

-1 木製コーナーガード

木製コーナーガード，ウッドデッキ

1/5,1/20

立　面 1/20

(
6
0
)

H

-3・-4 ウッドデッキ

床板

鋼製束 ＠900以内 SUS304

コンクリート用ビス（M5）

（
3
0
）

断　面　1/5

H

（
3
0
）

床板

スペーサー(樹脂製)

M10あと施工アンカー

断　面　1/5

(
3
0
)

(
3
0
)

H
=
(
7
0
)

アルミ根太(30×70)＠600

(
1
0
)

根太：(30×35）＠900

＠900

＠600

１） 樹種
２） 木部の塗装
３） H

（
3
0
）

４） -３，-４の床板の種別

-4 鋼製束を使用の場合（110＜H＜450）

-3 アルミ根太を使用の場合（H=最小寸法納まり=70程度）

１） -３，-４の各部材は製造所の仕様による。

建築工事標準詳細図　令和４年版

(10)

(80)

(
8
0
)

(5)

(
5
)

集成材

(
1
1
5
)

平　面　1/5

(115)

-1 軽量鉄骨下地の場合

埋め木、ビス止め＠450

糸面取り

※ -2は欠番

(
8
)

(テープ又は塗装)

５） -１の目地処理の種別

目透しの場合

目地無しの場合

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 8-13

-1 木製ファンコイルユニットカバー

木製ファンコイルユニットカバー

1/5,1/10,1/20

(600)

(120)Ｗ

(
3
0
)

(
9
9
0
)

(
1
5
)

(
6
0
)

ケンドン式
天然木練付

Ｗ
(
1
2
0
)

Ｌ

(18) (18)

(15)

(2) (2)
(1,800)

吹出口

甲板

ランバーコア合板 t=(24)

ランバーコア合板 t=(24)

堅木 (W60)

側板 (350)

(120)Ｗ

(
3
0
)

(
1
5
)

(20)

ランバーコア合板 t=(24)

ランバーコア合板

堅木 (W60)

(
9
9
0
)

(
6
0
)

フラッシュパネル

平　面（上部） 1/20

立　面 1/20 断　面 1/20 断面詳細　1/10

▽FL

甲板

(15)

(
3
0
)

(
1
0
)

(10) (24)

(34)

(
4
0
)

(
1
0
0
)

ファンコイル
ユニット
（別途）

前面パネル
ケンドン式天然木練付

(2) (2)
(1,800)

吹出口受
アルミL(15×15)

吹出口（別途）

堅木集成材

甲板 堅木集成材 t=(30)

(18×60)

面取り

下地ランバーコア合板 t=(24)

下地ランバーコア合板 t=(18)

吸気口下地：ランバーコア合板 t=(24)

(
6
0
)

(
1
5
0
)

Ａ部

(4)

Ａ部詳細 1/5

t=(18)

１） 樹種
２） 木部の塗装

ランバーコア合板 
t=(24)

▽スラブ位置

操作用スイッチふた：P -1.6曲げ加工

　　　　　　　　　　（焼付塗装）

L
　　　　　　　　　　（120×140）

：P -1.6曲げ加工L
(120×140)(焼付塗装)

P -1.6
（焼付塗装）

スイッチ取付用
L

操作用スイッチふた

(t=30)

Ｂ部

Ｂ部詳細 1/5

３） 吹出口のＷ , Ｌ

アルミ製額縁
（アルミ製サッシュと同材）

幅木：堅木幅木：堅木

(
6
0
0
)

(GB-R)

(配管
スペース）

１） 床はフリーアクセスフロア納まりを示す。

Ｃ

平　面（Ｃ-Ｃ） 1/20

下地ランバーコア合板

堅木 (W60)

ケンドン式
天然木練付
フラッシュパネル

(18)

(2)

(18)

(2)
(1,800)

(18)

(2)

(18)

(2)

ファンコイルユニット（別途）

(配管スペース）

側板 ランバーコア合板 t=(18)

(GB-R)

Ｃ

t=(24)
下地ランバーコア合板
t=(18)

前面パネル

ケンドン式
天然木練付フラッシュパネル

▽FL

ランバーコア合板 
t=(24)

堅木 (W60)

幅木：堅木

フラッシュパネル

ランバーコア合板

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



-３はステンレス製などの既製品とする。
-１，-２は塩化ビニル製，塩化ゴム製などの既製品とし，
側溝のふた及び枠は，溶融亜鉛めっきとする。

２）

仕様
１）

マットの材質，高さ（厚さ）２）
Ｗ，Ｌ, L

特記事項
１）

縁金物(ステンレス  SUS304  6X25)

 -2.3-@400

くつふきマット（排水付き）

くつふきマット（屋内用）

-2

P

5(6)

(6)5

-1

マット　　

断  面　1/5

平  面　1/10

マット　　

W

(
1
5
)

W(L)

(6)

(
6
)

5

縁金物(ステンレス　SUS304  6X25)

マット敷き下地
モルタル

L
(
6
)

5

鋳鉄製側溝ふた  500X250X15

1/5，1/10

くつふきマット

建築工事標準詳細図　令和４年版

断  面  1/5

縮　　尺

図面名称

縁金物(ステンレス  SUS304  6X25)

(
2
0
0
)

P-2.3-＠400

モルタル

モルタルt=20

(
7
5
以
上
)

200X450

マット　　

8-21

硬質塩ビ管 VP 65φ
排水ますに接続

アンカーD10-＠400

L-30X30X3

縁金物(ステンレス  SUS304  6X25)

W/2,L/2(6) 5

(6) 5

平  面  1/10

W

勾配付き

500

泥だまり

くつふきマット（泥だまり，排水付き）-3

マット

450

(6)

(
6
)

5

2
0
0

2
5
0

L
5

(
6
)

縁金物

P-2.3-＠400L

(50)

(20)

(6) 5

マット　　

B-B 断  面  1/5

硬質塩ビ管 VP 65φ
排水ますに接続

床排水金具65φ用･黄銅製クロムめっき

平  面　1/10

W/2

W
排水溝

マット　

モルタル

マット敷き下地

(6)

(
6
)

5
L

5

縁金物(ステンレス  SUS304　6×25)

(
6
)

(6)5

排水目皿排水溝

泥溜り

モルタル

A-A 断  面  1/5

泥溜り

泥溜り

B

B

A

ステンレス SUS304
（120×L ）t=2.0

ステンレス SUS304
（120×L ）t=2.0

(ステンレス
 SUS304  6X25)

L

L

ステンレス SUS304
（120×L ）t=2.0

勾配（1/100程度）

A

SUS 304
L-(20×20×3)

(50)

1

(120)

L
1

1

1 1

溶融亜鉛めっきの種別３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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8-22

露出配管（別途）

アンカー D10-＠500

D13

ブラシ掛けステンレス製SUS304
フック6φ

断　面

平　面

(
9
0
0
)

(
2
5
)

コンクリート直均し仕上げの上（指定仕上材）

コンクリート打放し（B種）の上（指定仕上材）

モルタル

D10-＠200

排水管等（別途）

グレーチング
(ノンスリップ型)

ブラシ掛け
ステンレス製SUS304  フック6φ

5
0

2
0

1
2
0

2
5
0

120

(600)

150

(
2
0
)

(20)D13

(600)

(
1
,
0
0
0
)

(
2
0
)

(20)

(300) 100 (200)

(100)

1
8
0

H

D13

グレーチング
(ノンスリップ型)

共栓付き

凍上抑制層

オーバーフロー用溝

露出配管（別途）

捨コンクリート

D13

アンカー D10-＠500

D13

ブラシ掛けステンレス製SUS304
フック6φ

(指定仕上材)

断　面

平　面

(
2
0
)

(
9
0
0
)

(
2
5
)

コンクリート直均し仕上げの上（指定仕上材）

コンクリート打放し（B種）の上（指定仕上材）

モルタル
D10-＠200

排水管等（別途）

グレーチング
(ノンスリップ型)枠付き

ブラシ掛け
ステンレス製SUS304  フック6φ

5
0

2
0

1
2
0

1
8
0

120

(600)
150

(
2
0
)

(20)
D13

(20)

(600)

(
1
,
0
0
0
)

-2 くつ洗い流し

４） 指定仕上材の種類
３） グレーチングの種別

くつ洗い流し-1

寒地の場合のＨ，地業及び断熱材の種別２）
コンクリート打放しの種別１）

1/20

くつ洗い流し

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

H

凍上抑制層

(
1
0
0
)

断熱材

寒地の場合

水抜き栓（寒地の場合）

寒地の場合

断熱材

捨コンクリート

D13

(
1
0
0
)

水抜き栓（寒地の場合）
（別途） （別途）

（指定仕上材）

再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石(        )

(        )再生クラッシャラン、
切込砂利又は切込砕石

枠付き

枠付き

グレーチング
(ノンスリップ型)
枠付き

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

雑金物：タラップ

1/20

１） 踏子の数

-1 タラップ（ステンレス製）

１）

-3 タラップ（ステンレス製，安全ガード付）

屋内及びＲＦなどのタラップの最下段の踏子は，床面から８００mm

２）
程度とする。
ＲＦを除く屋外のタラップの最下段の踏子は，ＧＬより２,０００mm

３）
程度とする。

400

(ステンレスSUS304  22φ)

(
7
0
)

75 200

2
0
0

(
1
3
0
)

200 (100)

1
0
0

2
0
0

3
5
0

3
5
0

3
5
0

@
3
5
0

立　面　1/20 断　面　1/20

鉄筋に溶接
先端を100mmつめおり
6X50-＠1,050
足金物　ステンレスSUS304

二重ナット締め又は溶接
ステンレスボルト9φ

ステンレスSUS304  6X50

150

350

溶接

断　面　1/20

5
0

＠
1
,
0
5
0

3
5
0

3
0
0

1
0
0

＠
3
5
0

3
5
0

3
5
0

8
0
0

5
0

(150)200

150

50

400

立　面　1/20

22φ
ステンレスSUS304

25φ
ステンレスSUS304

(250)

ステンレスSUS304  
しま鋼板 t=4

8-31
タラップは原則として先づけ工法とする。

４） タラップのパラペット取合金物は，工場加工とし現場溶接としては

５）
ならない。
ステンレス丸鋼と平鋼の取合いは全周すみ肉溶接とする。

＠
3
5
0

3
5
0

1
0
0

8
0
0350

150

3
0
0

400

7
0
0

8
5
0

3
0
0

＠
7
0
0

（250）

＠
1
,
0
5
0

3
5
0

3
5
0

床
面
ま
で
2
,
1
0
0
程
度

3
5
0

3
5
0

2
0
0

(
1
5
0
)

溶接

安全ガード

ステンレスSUS304

FB4x30
ステンレスSUS304

歩み板

しま鋼板 t=4
ステンレスSUS304

ステンレスSUS304
22φ ステンレスSUS304

25φ

ステンレスボルト9φ
二重ナット締め又は溶接

溶接

溶接

溶接

ステンレスSUS304

ステンレスボルト9φ
二重ナット締め又は溶接

ステンレスSUS304

溶接

安全ガード

FB-4x30

6x50－＠1,050

6x50

安全ガード

立　面　1/20

断　面　1/20

平　面　1/20

-2 タラップ（ステンレス製）

700

歩み板

5
0

(150)

5
0

足金物ステンレスSUS304

先端を100mmつめおり
鉄筋に溶接

6x50－＠1,050

ステンレスSUS304
FB-4×30

２） 打込み金物廻りのシーリング材の有無及び種別

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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フック付ダブルナット(SS400)

(500)

(
7
2
0
)

(
6
8
0
)

1
,
4
0
0

60

4-M12アンカーボルトL=(300)

L-6　H=(100) ：P

ステンレス

ステンレスSUS304 t=(1.5)

□-(28.6×28.6×1.5)HL

塩化ビニルフィルム貼

　　　　　　　 (250×250)

(
6
0
)

(
1
0
)

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL
ステンレスSUS304 t=(1.5)

シーリング材

B-B断面　1/3

ステンレスSUS304 t=(1.5)

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL

ビス・ナット（ステンレス）

ステンレス□-(28.6×28.6×1.5)HL

塩化ビニルフィルム貼

A部断面　1/3

(
2
0
0
)

(
4
0
0
)

(
5
0
)

(
1
0
0
)

(
6
0
0
)D10

A

B

立　面　1/20

(400) (400)

▽GL

ベースプレート

事例-1 事例-2

小口は糸面加工

小口は糸面加工

サブプレート：P L-12

B

H

A

見込面：ステンレスSUS304 t=(0.8)

E
D
（
英
語
）

C
（
日
本
語
）

　　　　アクリル樹脂焼付塗装

ステンレスSUS304 t=(2.0)

ステンレスボルト止め(8φ)

庁舎名サインA（箱文字）

＜日本語＞の場合

取付け詳細　1/3

仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 8-41

-1 庁舎名サイン（壁付）

サイン：庁舎名サイン（壁付）

1/3,1/20

          誘導サイン（独立支柱型・壁付型）

-2 誘導サイン（独立支柱型）

塩化ビニルフィルム貼

W

-1のW , H , A 寸法１）
-1のC , D , E 寸法２）

ステンレスSUS304 t=(0.8)
塩化ビニルフィルム貼

取付け詳細　1/3

庁舎名サインB（切文字）

-3 誘導サイン（壁付型）

(500)

(
7
2
0
)

B

B

A

ステンレスSUS304 t=(1.5)
塩化ビニルフィルム貼

カールプラグ止め（４箇所）

スペーサー t=(5.0)

ステンレスSUS304 t=(1.5)
塩化ビニルフィルム貼

ステンレスSUS304 t=(1.5)
塩化ビニルフィルム貼

立　面　1/20

A部断面　1/3

B-B断面　1/3

(
3
0
)
(
5
)

ステンレスSUS304 t=(1.5)

ビス・ナット(ステンレス)

スペーサーt=(5.0)

カールプラグ止め（４箇所）

(35)

捨コンクリート

再生クラッシャラン
切込砂利又は切込砕石

(10×10)

ステンレスビス

-１の切文字のステンレス鋼板の厚さ３）
-２のサインの種類，色４）

ステンレスSUS304 t=(1.5)

打込み金物廻りのシーリング材の有無及び種別５）

ステンレスSUS304 t=(3.0以上)

仕上り面

ステンレスピン（2～3φ）L=(30)接着

スペーサー t=(10)

塩化ビニルフィルム貼
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 8-42

-1 総合案内板

サイン：総合案内板

1/1,1/2

文字：(シルク印刷)

文字：(シルク印刷)

庁舎内ご案内

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

ＢＦ

アクリル板t=3.0

（案内図）

１Ｆ

階数

矢印

窓口

7 2

(
2
)

(
1
5
0
)

(
7
)

(
1
5
0
)

(
1
5
0
)

(
1
5
0
)

(
1
5
0
)

(
1
5
0
)

(
7
)

(
2
)

(
7
5
0
)

(900)

(450) (450)

(100)

塩化ビニル樹脂板t=2.0

アクリル板t=3.0

マグネットシール

塩化ビニル樹脂板t=2.0

マグネットシール

アクリル板t=3.0

7 2

Ｂ

Ａ

Ａ部詳細　1/2

Ｂ部詳細　1/2

：(シルク印刷)

：(シルク印刷)

文字

：(シルク印刷)

正　面　1/10

(30)

10 (10) 10

20

(
9
.
5
)

8

(
3
)

アルミニウム
押出形材
(　-30X9.5X10X1.5)

(
4
1
)

(
4
0
)

1

8 (9.5)

タイトルプレート

ネームプレート

(
2
0
0
)

(
4
0
)

(200) (200)

取付部
木ねじ止め＠150

(取付部木ねじ止め＠150)

アクリル板t=8.0アルミニウム
押出形材

取付け詳細  1/5

(140) (140) 30

5

303030

-2 案内板（案内図なし）

文字：(シルク印刷)

文字：(シルク印刷)

（案内図）

庁舎内ご案内

(
1
5
0
)

(
6
0
0
)

(
7
)

(
2
)

(
7
5
0
)

(450) 塩化ビニル樹脂板t=2.0

アクリル板t=3.0

マグネットシール

7 2

Ｅ

Ｅ部詳細　1/2

２Ｆ

階数

矢印

事務室

：(シルク印刷)

：(シルク印刷)

文字

：(シルク印刷)

会議室

(
1
5
0
)

(
6
0
0
)

正　面　1/10

案内板（案内図あり）

４） -1～-３の取付け方法

アクリル板，文字及び図の色
１）
２）
３）

文字の書体及び割り付け

印刷等の種別

-3

1/5,1/10

文字：(シルク印刷)

正　面  1/5

Ｃ

Ｃ部詳細　1/1

Ｄ

Ｄ部詳細　1/1

（接着剤貼り）

塩化ビニル
樹脂板t=2.0

塩化ビニル樹脂板
t=2.0

（接着剤貼り）

(
6
0
0
)

(
7
)

塩化ビニル樹脂板t=2.0

マグネットシール

アクリル板t=3.0

Ｆ部詳細　1/2Ｆ

を採用する。
１） 取付下地及び案内板の重量により，適切なアンカー形式

(取付部 木ねじ止め＠150)

( 　　　　)

アクリル板

アクリル板t=3.0

(取付部 木ねじ止め＠150)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(           )

H

Ｈ，Ｗ

(10)

室名札（持出し型）-2

アクリル板t=5.0

HL仕上げ　木ねじ止め(2箇所)
ステンレス板SUS304 t=1.5

(
2
0
)

(
8
)

(10)

W

H
+
1
.
5

8-43

アクリル板t=3.0接着加工

15

W-40

15

６）
-1～-３の取付け方法５）
-１～-３の固定ピン付の場合

４） 印刷等の種別
３）

アクリル板t=3.0接着加工

(
3
5
)

(150)

W
(
1
5
)(
1
0
)

(
1
0
)

(
3
5
)

H

65

(
1
7
.
5
)

7
.
5

(
1
7
.
5
)7
.
5

6
5

10

アクリル板t=3.0

(取付部木ねじ止め)

平付け型(横差し式)　1/2

51520

65

7
.
5
(
1
2
.
5
)(
1
7
.
5
)

7
.
5

5

6
5

H

(取付部木ねじ止め)

平付け型(縦差し式)　　1/2

持出し型　1/2

W

20155

アクリル板t=3.0

アクリル板t=5.0 アクリル板t=5.0

アクリル板t=3.0

アクリル板t=3.0

２）
アクリル板及び文字の色

１）
文字の書体及び割り付け２） 持出し型の場合は，先端を少し上げる。（１／２０程度）

１） ボード類の壁の場合は，ボード用アンカーで取付ける。

室名札（平付け型）-1

1/2,1/3

サイン：室名札

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

(
2
5
0
)

(250)

文字：(シルク印刷)

塩化ビニル樹脂板t=2.0

アクリル板t=3.0

アクリル板t=3.0(透明)

アクリル板t=3.0

マグネットシール

(
3
0
)

(
1
5
)

(
2
0
5
)

正　面　1/3 断　面　1/3

室名札（平付け型：正方形）-3

文字：(シルク印刷)

(取付部木ねじ止め)

(接着剤貼り）

(取付部木ねじ止め)

(取付部木ねじ止め)

塩化ビニル樹脂板
t=2.0

アクリル板t=3.0

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版

-3・-4 誘導サイン（天吊型）

サイン：案内用図記号，

1/3,1/5

(120)

正 面　1/20 側 面　1/20

アクリル板t=10.0
（別途）

R=(3)

(450)

(
6
0
0
)

(
6
0
0
)

正 面　1/10 側 面　1/10

サイン本体

つりボルト
(ねじ外径 9.0φ)

Ｂ部詳細　1/5

つりボルト
(ねじ外径 9.0φ)

-3 天吊型サイン（大型）

-4 天吊型サイン（小型）

案内用図記号

(         )(8)

(20)
ステンレス板SUS304
t=1.5HL仕上げ

2
0

(
2
0
0
)

2
0

(
2
0
0
)
(
1
0
)

アクリル板t=5.0

1
0

(
1
5
)

3
0

(
1
5
)

(
1
0
0
)

6
30(20)

5

3
0

(200)

(
2
0
0
)

3

(100)30 (20)

6
5

1/10,1/20

-1・-2

-1 平付け型 -2 持出し型

正　面　1/3 側面　1/3

断　面　1/3

正　面　1/3

断　面　1/3

側　面　1/3

案内用図記号は，ＪＩＳ　Ｚ　８２１０による。

１）

３）
４）
５）

-１，-２の取付け方法
２） -１，-２の印刷等の種別

-１，-２の固定ピン付の場合

-１，-２のアクリル板，案内用図記号及び補助文字の色１）

２）
　－２０×９.５×５.５×１.５を使用することができる。
-２の持出し型の取付け金物は，アルミニウム製押出し形材

-１，-２で，ボード類の壁の場合は，ボード用アンカーで

8-44
           誘導サイン（天吊型）

(取付部木ねじ止め) (取付部木ねじ止め)

アクリル板t=3.0
アクリル板t=3.0
アクリル板t=5.0

野縁

野縁受け

６）
-３のＬ

取付ける。

(40)

取付け金物
野縁受け25型
(38×12×1.6) つり下げ金物

PL-1.6
鋼製型材

取付け金物

(15) (15)

野縁受け接続金物
天端ねじ止め

(120)

(
3
0
)

インサート打込み又は
あと施工アンカー

取付け金物
PL-1.6加工

二重ナット締め

(ねじ外径 9.0φ)

開き止め
PL-1.6×30×120 溶接
両端及び中間
計４ヶ所程度

補強 FB-3×19

二重
ナット締め

ボルト

(
2
0
0
)

Ｌ

(1,800)(10)(25) (10)(25)

P
アクリル樹脂
L-1.2

サイン側板

つりボルト

つりボルト

インサート打込み又は
あと施工アンカー

(2,000)
取付け金物

Ａ

Ａ Ｂ
サイン
側板

ナット締め

Ａ部詳細　1/5

（別途）

サイン側板
ビス留め

(25) (120)(10)

野縁

つりボルト

つりボルト

取付け金物

(別途)

開き止め

（別途）

（別途）

亜鉛めっき

（別途）

(60) (140)
座金P

焼付塗装
（別途）

L-1.2
アクリル樹脂

(座金)

-３の亜鉛めっきの種別

二重
ナット締め

二重
ナット締め

野縁受け

野縁

野縁受け

内照式の場合
(別途)

つりボルト
(ねじ外径 9.0φ)

(
7
0
)

(ナット溶接)

ボルト留め

PL-1.6
サインつり金物

（別途）
アクリル樹脂焼付塗装 ビス留め

（別途）

（別途）

二重ナット締め

サイン側板

(ねじ外径 9.0φ)

焼付塗装

サイン本体
(別途)

つり下げ金物

事例－1　1/5 事例－2　1/5

３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課


	7～9章まとめ.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル

	0711.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0712.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0713.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0721.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0801.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0811.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0812.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0813.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0821.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0822.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0831.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0841.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0842.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0843.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0844.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0901.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0902.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0911.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0912.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0913.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0914.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0915.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0916.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0917.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0921.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0922.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0923.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0925.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0923.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0925.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0931.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0932.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0933.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0934.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0935.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0942.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0811.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0812.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0844.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0913.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0916.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0917.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0917.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0711.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0712.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0721.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0801.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0902.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0931.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0932.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0933.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0934.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0935.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0934.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル



	0721.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル


	0812.pdfから挿入したしおり
	シートとビュー
	モデル



